
ざ画iiiIi:."

長議長

韓議議

第 88号

手塚 治学位請求論文

審 査 要
主中
日

主 査 解剖学第五講座主任教授

安澄権八郎

高IJ 査 病理学第工講座主任教授

北村 旦

奈良県立医科大学

a 



と3

日

治

) 

異型精子細飽における膜構造の電子顕微鏡的研究

奈良医学雑誌第 11巻第 5号(昭和35年10月1日発行〉掲載

論文主

光学顕微鏡像、に比較して電子顕敬鏡像は明細であるととは言うまでもない

が、持 iと膜i乙関する知見は著レい差異を示すものである。形賀E芝、核模、髄
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鞘及び細盟小器管等を構成する被撲の徴結構造は興味ある多くの問題を提供

の異Z型精するものである。著者は Cipangopaludinamalleaちa. Reeve 

子 iζ現われる細胞小器官が細胞の機能の変遷 lζ伴い如何に変化するか宇究め

たものである。

かっ著乙の精子組担は細胞小器官i乙震み、著者が本細胞を選んだ理由は、

乙の結胞の細胞費しい変移をなすので、本研究の白的 K沿うがためである G

即ち細胞質中に DNA顎殺の出現が見ら中には他の組組で見られない所見、

とのミトコンミトコンドリアは整然と配列する Crisもaを有しない。れる。

surfa-さらに roughζ の軸来の聞に移動する。ドザアは尾部形成 tζ伴い、

が成熟早期には多数現われるが、ced endoplasmic re七iculu沼(l'l.E.正)

子;

犠字額

surfaced endoplasmic smoo七h成熟にともない次第にその数を誠じて、

ζ れらの小器宮と Golgi氏器宮との関re七icu工um( S. E.R.) 1ζ変イじする。

連など多くの興味ある問題がある。

固定後メサクリレ』トで包埋した超薄切片像で得た所見を要約すると下記

の通りである。

Golgi氏器官は一定の摂界なく R.E.R.または S.E_えの間K介在する。層
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状体と小胞群から構成されるが、層状体の各層は濡平な護状体から成る。乙
9 

の嚢援の厚さは 35Aで、その内容の明層の幅は 80-260Aである。壁は

微細なぞj、孔を備える ζ とが特徴である。

ミトコンドリアは不規悶j乙ならんで少数の管状体を備え、その間はオスミ

ツタ好性中等度の基質を以て満される。形態は多くのものが円形または楕円

形の側面像を示すがw 尾部形成』ζ伴い、勃J協の周辺 t乙集会すると共 i乙浮状体

となる。限界膜は三重構造でオスミツク好性膜の厚さは 30Aで、その中間

J)明層の揺は 70 A である。 ζ の限界膜から内方i乙突出する管状体の壁の厚

きと、そのや間の明層の I福は限界膜における値と格間ーである。従って管状

体の限界践の壁と考えられる。

R.E.R.はー震の限界膜(厚さ約 60A )から成る円形の側面像を示じ、 4そ

の表面~r.直径 120-150A 大の徴細額殺が間差する。この顎粒は DNA を

主要成分とすると言われている。乙の小器官は成熟 iζ伴い細胞が伸展するに

つれて、引き伸ばされ、また互に連結してヒョウタン形を示すよう Kなる。

次いで管状体として、ミトコンドリアの側面ーに平行して現われる。隈界膜の

表面の穎粒は著しく減少する。

従来 S.E_R_は一重捧造であると思われていたが、標本作成の荻術の向上に

よって、二重膜模造が明らかとなった α かつ ζ の小器宮は R.E.R.から移行す

る ζ とが明らか lとされた ζ とは注目 iζ価する業績である。

核から由来する不定形物質がR.E.R.のキ1iと蓄積され、次第にその濃度が上

昇すると共 i乙R.E.Rの一重性の限界摸上の微細頼粒、即ち Paladeの額粒は

次第花消失する。とれと同時に三重模様造九と移行する。

R.E.R.は DNA の合成分解の場として考えられているがも S.E~R.は輸送器

官として作用すると思われる。なんとなれば、との器官によって、 DNA顎

粒が細胞の局辺~運ばれ、次いで細砲外~放出されるからである。一方核は

次第に縮小して、全く Feulgen反応陰性となる。乙の S.E. R.中に現われた
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D N A Iま次第に変性して PA S反応陽性物質となる ζ とが安澄Kよって証明

されている。

結胞タトIC放出された額粒は栄養細胞によって摂取される過程も証明されて

R.E.R.と S.E.R.との構造及び機能の相違を明確 iζ示したものであ石。いて、

の異型精子におけmallea七a ReeVG 以上の成績は Cipangopaludina

る細胞小器官の膜構造を明らかにすると共にその機能の点をも明確にしたも

細胞学上貢献するととろ多大であると考える。ので、

俸義
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1) Tbe u1七ras七ruc七ure of organe工王e8appearing in Sperma~ 

七ids and nu七r主七ivece11s of Cipangopaludina ma11ea七a.

(-07)レタニシの精子細胞と栄養粧砲に現われる細胞小器官の超微結構造〉

安澄権八長官、田仲博輩、手塚 治、中野昭一

Zei七scbrif七 furZe11fqrscbung 50 (1959年G且1日発行)掲載

7)レタニジの正常型、異常塁追及び栄養細胞に現われる細胞小?と?宮の超微

結構造を Siemens 電子顕微鏡 Elmiskot 1 1L依って観察したものでお

る。ミトコンドリアの cris七aは限界膜の内層から内方 iと延びるも、他侭i

に至らない o cris七aの各層は 3重縁造から成る。各層は直径 20-30A

の小孔様造を備える。

Golgi氏器官を構成する被膜にも直径約 30Aの小孔が認められる。

smoo七b surfaced endo?lasmic reticu1um も3重構造から成り、

外援は幅 115A、内藤は l露 20-25Aでその中間層の糖は 20-30Aであ

る。形賀援も 3重構造から或り、内・丹、膜の揺は 15 A で、その中間層の

幅は 20-30Aである。

2) Sper掴a七ogenesis in animals as reveale4 by e1ec七ron

microscopy. VIII. Re工a七ionbe七weenもbenu七z・1七ive

。el18and 七hedeve10ping sp~rma七 ids in a po立d snail. 

Cipangopa1udina mallea七aReeve 

(動物精子形成の電子顕微鏡的観察、第 8報 マ Jレタニシの栄養細胞と

精子細胞との関係〉

安澄権八郎、田仲博章、手塚 治

J. of Biopbysical and Biocbemical CyもologyVo1.7， 
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.Mi.3 相和35年6}j靖子〉掲載 ，戸首噂入

C ipangopal udina mallea七a Reeve の精子と栄養細胞との関連を

明らかにしたものであって、 正裂精子 iζ 対して栄養細胞として作用し、異型

精子に対して支持細胞として働く。

3 ) The submicrosc-api c s七ruc七ure of 七he エnner segmen七s of 

七herods and cones ln 七he re七ina of Uro loncha s七ria七a

Var domes七icaFlower. 

〔ジュウシマツ網膜の樗体、錐f本内館の超微細構造〉

安澄権八郎、 手塚治、池田正 ，毎髪室長

j of Ul七ras七ruc七ure Res earch Vo 1 (昭和3.3年新古掲載

ジュウシマツの網膜の手字体及び錐体の内節 iζ歯車状の構造を発見し、 ζ れ

は従来 Faserkorbと称えられたものに一致するものであるととを明らかに

したものである。

4 )精子細胞核及び視細胞内節の立体構造について

安澄権八郎、 国f中博輩、 出口のぶ子、手塚治、池田正、岡田好則、

中野昭一
握手蕊

電子顕微鏡第 7巻第2-3号 〈昭和34年8月1日発行〉掲載

精子細胞核 (マ Jレタニシ) 及び網膜 (ジュウシマツ〉、 及びz・habdomere

〈ショウジヨウパエ〉の電顕像から、 立体的模型図を示したものである。

5 ) タニシの異型精子細胞中に現われる類粒の本態 K就いて

民{中博章、 両国好則、辻保、木勢知、手塚治、 竹内博

奈良医学雑誌第 10巻第 1号(昭和B4年4月1日発行〕掲載

タニシの異型精子細胞中に現われる頼粒は核に由来するものであって、
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でないととを明らかにしたものである。V::Lrus _ ...... ~司弘、

タニシの薬型精子頭部の微細構造について6 ) 

手塚治、竹内博中野昭一、国f中博章、安澄権八郎、

奈良医学雑誌第 10巻第 1号〈昭和34年4月1日発行〉掲載

7Jレタニシ精子の頭部はその最外層 iζ14mJLの騒を有する形賀膜を有し、

μ の環状体を有す答。最内部は11儲の尾部軸その内方!r_憶 0.17-028

ζ れを捧成する原鱗維の大きさは約 8.5mJLであで、糸の直径は約 0)8 JL 

る。

尾筆萎議

以上主論文及び割論文に報告された研究は学術の発展に少からず寄与す忍

解剖学第五講座主任教授

安澄

査主

ものと信ずる。

昭和 35年 12)j6S
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